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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第41期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第40期

会計期間
自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日

自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日

自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日

売上高（百万円） 26,158 26,873 107,490

経常利益（百万円） 339 689 1,845

四半期（当期）純利益（百万円） 156 289 676

純資産額（百万円） 15,224 15,824 15,750

総資産額（百万円） 36,290 33,748 33,044

１株当たり純資産額（円） 1,543.78 1,604.68 1,597.17

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
15.92 29.38 68.56

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 41.95 46.89 47.66

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
876 1,064 3,765

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,189 △242 △1,815

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
90 △439 △2,816

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（百万円）
3,144 2,882 2,501

従業員数（人） 889 881 875

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。　　

２. 売上高には、消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載してお

りません。

４．第41期より金額の表示単位を千円単位から百万円単位に変更しております。なお、比較を容易にするため第40

期以前についても百万円単位に組替えて表示しております。　
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２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。 　
　
主要な関係会社の異動 

連結子会社のやまや商流株式会社は、平成22年４月１日に連結子会社のやまやロジスティクス株式会社を吸収合併

いたしました。 

　

３【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、次の連結子会社が吸収合併により減少しております。

名称 住所
資本金

（百万円）　

主要な事業の

内容　

議決権の所有

(被所有)割合

(％)

関係内容　

(連結子会社) 　 　 　 　 　

やまやロジスティクス(株) 宮城県仙台市　 10
倉庫・配送業

　
100.0

やまや商流(株)の商品

の保管及び配送

当社所有の設備の賃借

　　

(注)　当連結グループは、主要な事業の内容欄には、事業の名称を記載しております。　

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 881(1,314)

　（注）従業員数は、就業人員（当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへ

の出向者を含む。）であり、臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員（８時間換算）を外

数で記載しております。

 

　　(2）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 593 (854)

　（注）従業員数は就業人員（当社から当社外への出向者を除き、当社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用

者数は（　）内に当第１四半期会計期間の平均人員（８時間換算）を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

　当社グループの事業は同一セグメントに属する酒類等販売事業を行っておりますので、事業区分別の業績に関する

事項は該当ありませんが、内部の管理区分による商品区分別の概要は次のとおりであります。

 

（１）商品仕入実績

　当第１四半期連結会計期間の当社グループの商品部門別仕入高は以下のとおりです。

 （単位：百万円）

商品部門名
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同四半期比　

　ワイン 770 71.8%

　洋酒 2,248 82.8%

　ビール（ビール、発泡酒、第３ビールなど） 9,842 102.6%

　和酒（清酒・焼酎など） 4,311 99.1%

　飲料 1,509 87.2%

　食品 2,640 91.5%

　その他 1,337 90.1%　

総計 22,660 95.1%

　（注）１. 上記金額には、他勘定振替等は含まれておりません。

２. 上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

（２）販売実績　

　当第１四半期連結会計期間の当社グループの商品部門別売上高は以下のとおりです。

 （単位：百万円）

商品部門名
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同四半期比　

　ワイン 1,690 90.8%

　洋酒 2,950 109.3%

　ビール（ビール、発泡酒、第３ビールなど） 10,221 104.8%

　和酒（清酒・焼酎など） 5,353 102.8%　

　飲料 1,685 94.2%

　食品 3,572 101.1%

　その他 1,398 106.7%

総計 26,873 102.7%

　（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。なお、重要事象等は存在しておりません。
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３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。　

（１）業績の状況

当第１四半期連結会計期間のわが国の経済は、一部に景気持ち直しの兆しが見られるものの、円高への警戒感、ＥＵ

加盟国の財政問題も加わり、本格的景気の回復とは言い難い状況で、個人消費も低調に推移いたしました。 

このような状況の下、当社はおかげさまで、会社設立40周年を迎え、店舗のサービスレベルの向上、品揃えと販売力

強化に全力で取り組みました。 

前期実施した35店舗の改装効果で、既存店売上高が好調に推移し、商品構成の見直しによる売上総利益の向上と、物

流改革によるコスト削減を図りました。 

さらに、既存店の活性化を図るために、グループの６店舗を改装しました。やまや関西株式会社の枚方公園店、箕面

外院店（大阪府）、福岡長浜店、福岡志免店（福岡県）の４店舗を専門店の「やまや」に業態変更しました。

新店の開設は、やまやフォリオ安堀店（群馬県）を開店しました。その結果、当社グループの総店舗数は、255店舗と

なりました。 

なお、やまや商流株式会社は、業務の効率的運営を図るため、やまやロジスティクス株式会社を平成22年４月１日に

吸収合併しました。 

その結果、当第１四半期連結会計期間の連結業績は、売上高が268億73百万円（前年同期比102.7％）、営業利益は６

億85百万円（前年同期比200.4％）、経常利益は６億89百万円（前年同期比202.9％）となりました。なお、「資産除去

債務に関する会計基準」を適用したことにより、特別損失を１億74百万円計上しましたが、四半期純利益は２億89百

万円（前年同期比184.6％）と増収増益となりました。 
　
財政状態

総資産は、前連結会計年度末と比べて７億４百万円（2.1％）増加し、337億48百万円となりました。 

流動資産は、現金及び預金が３億80百万円及び売掛金が１億90百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末

と比べて４億24百万円（2.8％）増加し、153億81百万円となりました。 

固定資産は、建物及び構築物などの有形固定資産が２億33百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末と比

べて２億79百万円（1.5％）増加し、183億67百万円となりました。 

総負債は、前連結会計年度末と比べて６億30百万円（3.6％）増加し、179億24百万円となりました。 

流動負債は、買掛金で10億７百万円増加し、未払法人税等・未払消費税等が５億26百万円減少したことなどにより、

前連結会計年度末と比べて２億95百万円（2.1％）増加し、144億15百万円となりました。 

固定負債は、長期借入金が１億48百万円減少しましたが、「資産除去債務に関する会計基準」の適用により４億71

百万円計上したことなどにより、前連結会計年度末と比べて３億34百万円（10.5％）増加し、35億８百万円となりま

した。 

純資産は、前連結会計年度末と比べて74百万円（0.5％）増加し、158億24百万円となりました。この結果、自己資本

比率は、前連結会計年度末の47.7％から46.9％となりました。 
　
（２）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度と比べて３

億80百万円増加し、28億82百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動で得られた資金は、前年同四半期と比べて１億87百万円（21.4％）増加し、10億64百万円となりました。こ

れは主に、税金等調整前四半期純利益が５億８百万円、減価償却費が３億12百万円及び仕入債務が10億７百万円増加

したことにより資金が増加し、一方で法人税等の支払額５億49百万円により資金が減少したことによるものでありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動に使用した資金は、前年同四半期と比べて９億47百万円（△79.6％）減少し、２億42百万円となりました。

これは主に、有形固定資産の取得に２億49百万円を支出したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動で使用した資金は、前年同四半期と比べて５億29百万円減少し、４億39百万円となりました。これは主に、

長期借入金の返済に２億32百万円と配当金の支払に２億７百万円を支出したことによるものであります。
　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
　

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(１）主要な設備の状況

　前連結会計年度末に計画していた設備計画のうち、当第１四半期連結会計期間に完了したものは、次のとおりで

あります。　

（平成22年６月30日現在）

事業所名
（所在地）

設備の内容
帳簿価額（百万円）

従業員数
（人）

建物及び
構築物

工具、器具
及び備品

合計

(株)やまやフォリオ安掘店

（群馬県伊勢崎市）
　酒類等販売場 17 14 32

3

(3)

合計 －　 17 14 32
3

(3)

　（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２. 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に年間の平均人員（８時間換算）を外数で記載してお

ります。

 

(２）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 35,000,000

計 35,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末　
現在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,861,700 9,861,700
　東京証券取引所

　（市場第一部）

１単元の株式数

100株　

計 9,861,700 9,861,700 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金　
残高
（百万円）

平成22年４月１日～

平成22年６月30日　　　　
－ 9,861,700 － 3,247 － 6,137

 

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において大株主の異動は把握しておりません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

　　　①【発行済株式】

 平成22年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　9,860,200 98,602 －

単元未満株式 普通株式　　　1,400 －
　一単元(100株)未満の株

式

発行済株式総数 9,861,700 － －

総株主の議決権 － 98,602 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が600株（議決権の数6個）含まれて

おります。

２．「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が89株含まれております。

②【自己株式等】

 平成22年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社やまや
宮城県仙台市宮城野区　

榴岡三丁目７番35号
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

　（注）当第１四半期会計期間末現在の自己株式数は200株となっております。

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 　５月 　６月

最高（円） 848 820 780

最低（円） 750 724 733

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所（市場第一部）におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

（１）　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月1日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計

期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四

半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年

４月１日から平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づき作成しております。

　

（２）　当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりま

したが、当第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結累計期間より百万円単位をもって記載することに変更

しました。なお、比較を容易にするために、前第１四半期連結会計期間及び前第１四半期連結累計期間についても

百万円単位に組替え表示しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,882 2,501

売掛金 1,149 958

商品及び製品 9,496 9,515

仕掛品 75 72

原材料及び貯蔵品 14 15

前払費用 322 339

繰延税金資産 166 330

その他 1,273 1,222

流動資産合計 15,381 14,956

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 15,528 14,961

減価償却累計額 △8,429 △8,124

建物及び構築物（純額） 7,098 6,836

機械装置及び運搬具 2,465 2,437

減価償却累計額 △1,622 △1,569

機械装置及び運搬具（純額） 842 868

工具、器具及び備品 3,985 3,927

減価償却累計額 △3,110 △3,039

工具、器具及び備品（純額） 875 887

土地 5,018 5,018

建設仮勘定 54 45

有形固定資産合計 13,889 13,656

無形固定資産

ソフトウエア 46 50

電話加入権 20 20

施設利用権 2 2

のれん 155 169

その他 2 2

無形固定資産合計 227 245

投資その他の資産

投資有価証券 197 212

関係会社株式 257 263

出資金 2 2

破産更生債権等 36 36

長期前払費用 91 92

差入保証金 3,299 3,307

繰延税金資産 400 306

その他 35 35

貸倒引当金 △70 △70

投資その他の資産合計 4,250 4,185

固定資産合計 18,367 18,087

資産合計 33,748 33,044
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 8,428 7,420

短期借入金 3,500 3,500

1年内返済予定の長期借入金 792 875

未払金 635 604

未払費用 335 316

未払法人税等 163 614

未払消費税等 133 209

預り金 124 27

賞与引当金 200 445

その他 102 104

流動負債合計 14,415 14,120

固定負債

長期借入金 1,659 1,808

退職給付引当金 656 633

役員退職慰労引当金 417 414

資産除去債務 471 －

負ののれん 220 235

その他 83 82

固定負債合計 3,508 3,173

負債合計 17,924 17,293

純資産の部

株主資本

資本金 3,247 3,247

資本剰余金 6,055 6,055

利益剰余金 6,510 6,427

自己株式 △0 △0

株主資本合計 15,813 15,730

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 11 20

評価・換算差額等合計 11 20

純資産合計 15,824 15,750

負債純資産合計 33,748 33,044
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 26,158 26,873

売上原価 22,314 22,595

売上総利益 3,844 4,278

販売費及び一般管理費 ※
 3,502

※
 3,592

営業利益 342 685

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 3 3

受取賃貸料 － 14

不動産賃貸料 5 －

受取手数料 8 8

業務受託手数料 7 3

負ののれん償却額 10 14

その他 20 9

営業外収益合計 57 55

営業外費用

支払利息 16 8

店舗改装費用 3 21

店舗閉鎖損失 14 －

賃貸収入原価 － 10

持分法による投資損失 7 5

その他 17 5

営業外費用合計 60 51

経常利益 339 689

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 174

固定資産除却損 － 5

特別損失合計 － 180

税金等調整前四半期純利益 339 508

法人税、住民税及び事業税 59 141

法人税等調整額 123 77

法人税等合計 182 218

少数株主損益調整前四半期純利益 － 289

四半期純利益 156 289
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 339 508

減価償却費 306 312

長期前払費用償却額 6 3

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 174

固定資産除売却損益（△は益） － 5

のれん償却額 14 14

負ののれん償却額 △10 △14

持分法による投資損益（△は益） 7 5

支払利息 16 8

受取利息及び受取配当金 △5 △5

賞与引当金の増減額（△は減少） △159 △245

退職給付引当金の増減額（△は減少） 17 22

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3 3

未収入金の増減額（△は増加） △32 △24

売上債権の増減額（△は増加） △59 △190

たな卸資産の増減額（△は増加） △746 16

仕入債務の増減額（△は減少） 1,633 1,007

その他 40 14

小計 1,372 1,618

利息及び配当金の受取額 3 3

利息の支払額 △15 △8

法人税等の支払額 △483 △549

営業活動によるキャッシュ・フロー 876 1,064

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △0 －

有形固定資産の取得による支出 △284 △249

有形固定資産の売却による収入 0 －

長期前払費用の取得による支出 － △2

事業譲受による支出 △920 －

差入保証金の差入による支出 △55 △53

差入保証金の回収による収入 70 63

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,189 △242

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 600 －

長期借入金の返済による支出 △352 △232

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △157 △207

財務活動によるキャッシュ・フロー 90 △439

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △222 380

現金及び現金同等物の期首残高 3,366 2,501

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,144

※
 2,882
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　 当第１四半期連結会計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年６月30日)

１．連結の範囲に

関する事項の

変更

（１）連結の範囲の変更

当第１四半期連結会計期間より、連結子会社のやまや商流株式会社は、連結子会社のやまやロジ

スティクス株式会社を吸収合併いたしました。

（２）変更後の連結子会社の数

３社

２．会計処理基準

に関する事項

の変更

（１）資産除去債務に関する会計基準の適用

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平

成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

21号　平成20年３月31日）を適用しております。

これにより、営業利益及び経常利益は９百万円、税金等調整前四半期純利益は184百万円それぞれ

減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は467百万円であり

ます。

（２）「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の

適用

当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号　平成20年

３月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告

第24号　平成20年３月10日）を適用しております。この変更が損益に与える影響はありません。

（３）企業結合に関する会計基準等の適用

当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20

年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）、

「『研究開発費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号　平成20年12月26日）、

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成20年12月26日）、「持分法に関する

会計基準」（企業会計基準第16号　平成20年12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分

離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）」を適用し

ております。

（４）たな卸資産の評価方法の変更

従来、物流センターの商品の評価方法については移動平均法に基づく原価法（貸借対照表価額は

収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）によっておりましたが、当第１四半期連結会

計期間より、先入先出法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法により算定）に変更いたしました。

この変更は、物流センターにおける新商品受払システムが、当連結会計年度より運用開始したの

を契機に、先入先出による商品管理の実態に応じた物流センター商品の評価を行うことにより、期

間損益の適正化及び財務内容の健全化を図るためのものです。

また、店舗における商品の評価方法については、平成19年３月期より先入先出法に変更しており、

センターと店舗のたな卸資産の評価方法を統一することにより、会計基準の統一化を図るためのも

のです。

なお、これに伴う売上総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響

は、軽微であります。
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【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第１四

半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

前第１四半期連結累計期間において区分掲記しておりました「不動産賃貸料」は、不動産賃貸収入以外の賃貸収入も

含め、「受取賃貸料」に変更しております。 

なお、当第１四半期連結累計期間の「不動産賃貸料」は、９百万円であります。

　

前第１四半期連結累計期間まで営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「賃貸収入原価」は、営業外費

用の100分の20を超えたため区分掲記しております。 

なお、前第１四半期連結累計期間における「賃貸収入原価」の金額は７百万円であります。 

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

  該当事項はありません。

 

【追加情報】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　 （百万円）　

　給与手当 626

　雑給 533

　退職給付費用 17

　役員退職慰労引当金繰入額 3

　賞与引当金繰入額 168

　減価償却費 201

　地代家賃 918

　 （百万円）　

　給与手当 626

　雑給 567

　退職給付費用 24

　役員退職慰労引当金繰入額 3

　賞与引当金繰入額 176

　減価償却費 215

　地代家賃 942

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在） （平成22年６月30日現在）

 （百万円）

　現金及び預金勘定 3,144

　現金及び現金同等物 3,144

 

 （百万円）

　現金及び預金勘定 2,882

　現金及び現金同等物 2,882
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　9,861,700株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　234株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり　
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月６日

取締役会
普通株式 207 21

平成22年　　　

３月31日

平成22年

６月11日
利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

当連結グループは同一セグメントに属する酒類等販売事業を行っており、当該事業以外に事業の種類がないた

め該当事項はありません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

 

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 
　
【セグメント情報】

当社グループは、酒類等販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（追加情報）

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　

平成20年３月21日）を適用しております。

　

（金融商品関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日） 

金融商品の当第１四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がありません。
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（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

　有価証券の当第１四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がありません。

 

（デリバティブ取引関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

　当社グループは、デリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）　

　当社グループは、ストック・オプション等を全く利用していないため、該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

当第１四半期連結会計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）　

当社グループは、上記期間中において重要な企業結合等を行なっていないため、記載事項を省略しております。

　

（資産除去債務関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

資産除去債務の当第１四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、当第１四半期連結会計期間の期首と比較

して著しい変動がありません。

　

（賃貸等不動産関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

賃貸等不動産の当第１四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

EDINET提出書類

株式会社やまや(E03227)

四半期報告書

18/22



（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 1,604.68円 １株当たり純資産額 1,597.17円

（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結会計期間末
　（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
　（平成22年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 15,824 15,750

純資産の部の合計額から控除する金額

（百万円）
－ －

普通株式に係る四半期末（期末）の純資

産額（百万円）
15,824 15,750

１株当たり純資産額の算定に用いられた

四半期末（期末）の普通株式の数（千

株）

9,861 9,861

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 15.92円 １株当たり四半期純利益金額 29.38円

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　　　２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純利益（百万円） 156 289

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 156 289

期中平均株式数（千株） 9,861 9,861

 

（重要な後発事象）

当社及び一部の連結子会社は、確定拠出年金法の施行に伴い、平成22年７月１日に退職一時金制度の一部につ

いて確定拠出年金制度へ移行いたしました。この移行に伴う会計処理については、「退職給付制度間の移行等に

関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用する予定であります。 

本移行に伴う終了損益として、翌四半期連結会計期間に188百万円の特別利益を計上する見込みであります。 

　

２【その他】

　　平成22年５月６日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（イ）配当金の総額 207百万円

（ロ）１株当たりの金額 21円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成22年６月11日

（注）平成22年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２１年８月１１日

株式会社やまや

取締役会　御中

 有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　 尾町　雅文　印　　　　　　　　　　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 橋本　俊光　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社やまや

の平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２１年４月１日か

ら平成２１年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２１年４月１日から平成２１年６月３０日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算

書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場

から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社やまや及び連結子会社の平成２１年６月３０日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半　

　期連結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２.四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２２年８月９日

株式会社やまや

取締役会　御中

 有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　 尾町　雅文　印　　　　　　　　　　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 谷藤　雅俊　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社やまや

の平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２２年４月１日か

ら平成２２年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２２年４月１日から平成２２年６月３０日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算

書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場

から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社やまや及び連結子会社の平成２２年６月３０日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半　

　期連結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２.四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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